
▲東風平小４年生が考えた八重瀬町のキャッチコピー

▲写真=募金するため役場に訪れたやえせ高等支援学校と
　那覇商業高校の生徒たち

公民館まつり開催 能登半島地震被災者へ寄付
やえせ高等支援学校と那覇商業

新城シーヤーマー保存会
中学校と連携し保存継承へ

観て楽しむ手話コメディ
劇団アラマンダと交流会

まちの話題

　やえせ高等支援学校産業科の生産技術コース
２、３年生と那覇商業高校商業科３年２組は、
共同開発したマフィンを販売し、その利益の全て
を能登半島地震被災者支援に役立てたいとして
募金しました。
　両校は、県教育委員会が推進する「交流及び共同
学習」において、那覇商業の生徒らが考案した３種
類のマフィン（キャラメルナッツ味、コーンマヨ味、
ピザ味）を、やえせ高等支援学校へ提案・発注す
るかたちで交流を開始。商品の見た目や大きさ、
値段など互いに試行錯誤しながら完成しました。
　納品されたマフィンは那覇商業高校で販売され、
用意していた 250 個が即日完売しました。

　第18回八重瀬町公民館まつりが町中央公民館
で開催され、公民館サークルや地域団体が日頃の
活動の成果を発表しました。
　初日は囲碁・将棋大会が開かれ、２日目は踊り
や歌、空手演舞などの舞台発表や作品展示、その
ほかアロマストーンとクラフト作り体験などが
行われ、多くの来場者で賑わいました。

　新城伝統芸能シーヤーマー保存会（座嘉比光雄
会長）は、町民提案型まちづくり事業を活用し、具志
頭中学校とコラボした舞台公演「世代間交流の
集い」を新城公民館で開催しました。
　当保存会は保存継承を課題とする中、具志頭中
学校へ会員を派遣し、週１回、総合学習の時間を利
用して演舞指導を行っています。
　集い当日は、会員によるシーヤーマーのほか具
志頭中学校１、２年生によるシーヤーマーと祭り太
鼓などが披露され、日頃の練習の成果を発揮する
場となりました。また、シーヤーマー保存会の設立
経緯や活動記録をまとめた映像も放映され、保存
会の発信と後継者育成の機会となりました。

　株式会社よしもとエンタテインメント沖縄が
「きこえる人、きこえない人、全ての方に笑いを届ける」
をモットーにした手話コメディ劇『食堂アラマンダ
跡取り息子とおふくろの味～』が町中央公民館で
開催され、満席の会場からたくさんの笑顔と笑い声
が溢れました。
　公演後、関係者による手話を通じた交流会が
開かれ、劇に出演したよしもと芸人や協力団体の
町社協、町観光物産協会、手話サークル「フラワー
ハンド」、沖縄国際大学の手話サークルなど約30名
が参加し、トークやジェスチャーゲームなどの相互
交流を通して手話への理解を深めました。

まちの話題

　具志頭中学校31期生（昭和38年生）は還暦を
祝う同期会を１月21日に開催しました。その際
に集まった資金で、母校への感謝と後輩への激励
の意を込めて、不足していた「体育館のパイプ
椅子30脚（12万円相当）」を寄贈しました。
　２月３日、同期会の実行委員会を代表して兼城
純さんと諸見里浩さんより、同じ31期生の具志
頭中学校の大湾悟校長へ目録が手渡されました。
31期生は先輩として社会貢献のお手本を示す
意味から12年前にも運動会テントを寄贈して
います。

　字新城の大湾信吉さんは、昔遊びの道具「コー
ルマー」５セットを新城小学校へ寄贈しました。
　コールマーは先端がフック状になった棒を
使って鉄の輪っかを転がす遊び。大湾さんは、同
校１年生の生活の授業『昔あそび』に招かれた際
に「昔遊んだコールマーを今の子どもたちにも体
験させてあげたい」と考
え、新城公民館から譲り
受けたコールマーを自ら
修繕し、寄贈しました。

２月３日 ２月６日【昔あそび】も楽しんで
新城小へコールマーを寄贈

具志頭中31期生が
母校へパイプ椅子を寄贈

　東風平小学校４年生は「見つけたよ わったーま
ちの わったーじまん」をテーマにした総合学習で、
町の産業や伝統芸能、文化など身近な地域のこと
を通年で調べ、発見した町の魅力を多くの人に広
めたいとして八重瀬町のキャッチコピーを作成
し、新垣町長へ贈りました。
　キャッチコピーは、原案を各学級で作成し、集ま
った20点の中から児童らが良いと思う案に投票。
その投票結果を参考に、キャッチコピー企画委員
会が言葉を組み合わせて完成しました。完成した
キャッチコピーには「八重瀬町には様々な野菜や
多くの伝統文化、豊かな自然があることを多くの
人に知ってほしい」との想いが込められました。
　町のキャッチコピーを受け取った新垣町長は

「町の特徴や町が発信したいもの、誇りたいものが
凝縮されていて素晴らしい。皆さんが１年間学習
した成果が込められている。考案したことを誇り
に思ってほしい」と称賛しました。

３月６日 東風平小４年生が考案　これが町のキャッチコピー！
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